
「外国人
がいこくじん

のための腰痛
ようつう

予防
よ ぼ う

教室
きょうしつ

」を行って
おこなって

います。 

静岡県では、50人に 1人が外国人です。日本人と同じように、生まれ、育ち、学び、働き、産み、育て、老い

を生き、死を迎えるようになりました。日本人と同じように医療が受けられるようにと、在日外国人医療の現状

と課題を探るための研究１）２）を始めてから 10年になります。また、問題解決に繋がればと始めた、外国人、医

療関係者、医療通訳者と外国人支援者と行うワークショップも 10 年になります。2014 年は、外国人に多い「腰

痛」についてワークショップを行い、参加者からは「腰痛予防体操のパンフレット」への意見を頂きました。外

国人と同じ地域に暮らす皆で、外国人の健康、病い、老い、死を考え、共に生きていくことを拓くことができれ

ばと考えています。 
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静岡・外国人の

ための無料健康

相談と検診会

（於：静岡済生

会総合病院）で

実際に行う。 

外国人、医師、看護師、PT、医療通

訳者、外国人支援者とワークショッ

プ（於：静岡県立総合病院） 

「腰痛」と「ことば」が大変 

日本語・ポルトガル語・スペイン語・英語の

腰痛予防教室パンフレット 


